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８月の主な活動

	18日	第10回四役会議

	20日	構成組織書記長・
	 	　　　事務局長会議

	27日	第10回執行委員会

政策研修会を開催

２
０
２
０
最
低
賃
金
改
定
審
議
ス
タ
ー
ト

2020年度
新潟県予算について

理解を深める

地
域
間
格
差
の

縮
小
を
め
ざ
し
て

生
き
生
き
と
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
に
し
よ
う
！

　

連
合
新
潟
で
は
、
７
月
15
日

に
政
策
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
例
年
４
月
に
新
潟
県
総
務

管
理
部
財
政
課
よ
り
講
師
を
招

き
、
年
度
予
算
に
つ
い
て
の
研

修
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
開
催
時
期
を

変
更
し
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
２
０
２
０
年
度

新
潟
県
予
算
に
加
え
新
型
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
盛
り
込
ん

だ
６
月
補
正
予
算
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
、
新
潟
市
・
ガ
レ

ッ
ソ
ホ
ー
ル
で
、
新
潟
県
退
職

者
連
合
第
28
回
定
期
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
の
定
期
大

会
は
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
応
を
行
っ
た
う
え
で

の
変
則
的
な
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
県
退
職
者
連
合
・

早
川
会
長
か
ら
、
年
金
制
度
の

問
題
に
対
し
、
現
受
給
者
の
年

金
水
準
に
つ
い
て
下
が
っ
て
き

て
は
い
る
が
、
将
来
世
代
へ
の

配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
医

療
給
付
額
が
膨
ら
み
続
け
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
は
現
役
世
代

の
高
齢
者
医
療
支
援
も
重
く
な

「令和２年７月豪雨」災害被災地へ 布マスクを寄付
　６月に連合新潟が呼びかけを行った政府支給「布マスク」提供のお願いに、組合員を
含む多くの皆様から賛同を頂き、5,000枚を超えるマスクが集まりました。（サージカル
マスクや、手作りのマスクもありました。）
　集まったマスクは、県労福協を通じ福祉団体への寄付を検討していましたが、豪雨災
害に見舞われた九州各地の労福協に状況をお聞きし、熊本、福岡、そして隣県の長野へ
マスクを送ることとし、７月13日に発送しました。

　新型ウイルス感染症の拡大防止の為、ボ
ランティア活動も自粛せざるを得ない状況
が続いていますが、「連帯、助け合い、困
ったときはお互い様」の精神で、今後も被
災地に支援を届けていきたいと思います。
　ご提供いただきました皆様、ありがとう
ございました。

　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
「
県

民
の
安
全
・
安
心
の
最
優
先
で

の
確
保
や
、
活
力
や
賑
わ
い
の

創
出
な
ど
、『
住
ん
で
よ
し
、

訪
れ
て
よ
し
の
新
潟
県
づ
く

り
』
の
取
り
組
み
の
積
極
的
展

開
」、「
行
財
政
改
革
行
動
計
画

に
沿
っ
た
歳
出
歳
入
の
着
実
な

見
直
し
に
よ
る
、
収
支
改
革
目

標
の
確
実
な
達
成
」
が
大
き
な

柱
と
な
っ
て
予
算
の
組
立
て
を

し
て
い
る
と
説
明
が
あ
り
、
２

０
２
０
年
度
予
算
に
対
し
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
研
修
を
と
お
し
、

新
潟
県
の
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

理
解
し
、
労
働
者
の
立
場
に
立

っ
て
新
潟
県
予
算
に
対
し
施
策

要
望
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
引

き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
・
目

安
に
関
す
る
小
委
員
会
は
、
２

０
２
０
年
度
最
低
賃
金
に
つ
い

て
「
引
上
げ
額
の
目
安
を
示
す

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
現
行
水

準
を
維
持
す
る
こ
と
が
適
当
」

と
す
る
公
益
委
員
見
解
を
示
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
金
額
引
上

げ
が
雇
用
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
を
懸
念
し
据
え
置
き
・
凍
結

を
主
張
す
る
使
用
者
側
と
、
経

済
好
循
環
の
実
現
に
向
け
て
賃

上
げ
の
流
れ
を
維
持
・
継
続
す

べ
く
有
額
に
こ
だ
わ
る
労
働
者

　

７
月
27
日
、
新
型
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
踏
ま

え
、
連
合
、
連
合
新
潟
と
新
潟

地
協
、
６
地
域
協
議
会
の
計
８

か
所
か
ら
参
加
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
逢
見
会
長
代
行
か

側
と
の
間
で
、
主
張
の
隔
た
り

が
埋
ま
る
こ
と
が
な
く
、
ま
た

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
ラ
ン
ク
ご
と
、
都
道
府
県

ご
と
に
経
済
・
雇
用
・
生
活
へ

の
影
響
が
異
な
り
、
一
律
の
目

安
を
示
す
こ
と
が
困
難
な
た
め

で
す
。（
目
安
が
示
さ
れ
な
か

っ
た
の
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

後
の
２
０
０
９
年
以
来
11
年
ぶ

り
。）

　

し
か
し
、「
現
行
水
準
の
維

持
」
は
イ
コ
ー
ル
「
０
円
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
益
見
解
で

「
地
域
の
経
済
と
雇
用
の
実
態

を
見
極
め
、
地
域
間
格
差
の
縮

小
を
求
め
る
意
見
も
勘
案
し
つ

つ
、
自
主
性
を
発
揮
し
た
審
議

を
期
待
す
る
」
と
し
た
こ
と
は
、

地
方
の
審
議
に
お
い
て
重
要
な

意
味
を
も
ち
ま
す
。
経
済
の
活

性
化
に
は
内
需
が
大
き
な
原
動

力
で
あ
り
、
最
低
賃
金
は
そ
の

基
盤
と
な
る
重
要
な
政
策
で
す
。

連
合
は
、「
誰
も
が
時
給
１
０

０
０
円
」
の
早
期
実
現
を
め
ざ

し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

こ
の
機
関
紙
が
お
手
元
に
届

く
こ
ろ
に
は
、
新
潟
県
の
改
定

額
が
新
潟
労
働
局
長
に
答
申
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

８
月
21
日
の
異
議
申
し
立
て
の

審
議
を
経
て
、
改
定
額
と
改
定

日
が
正
式
に
決
定
し
ま
す
。

　

ま
た
今
年
も
各
地
域
協
議
会

の
協
力
の
も
と
、
16
の
自
治
体

に
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
つ
い

て
の
理
解
を
求
め
る
要
請
を
行

い
、
多
く
の
自
治
体
か
ら
新
潟

労
働
局
へ
「
最
低
賃
金
引
上
げ

に
関
す
る
要
請
（
望
）
書
」
を

提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ら
、
対
面
で
行
う
会
議
と
リ
モ

ー
ト
形
式
で
行
う
会
議
の
そ
れ

ぞ
れ
の
良
さ
を
活
用
し
て
い
く

こ
と
や
、
地
方
連
合
会
か
ら
連

合
へ
課
題
な
ど
を
提
案
し
て
い

た
だ
き
、
双
方
向
で
解
決
へ
向

け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い

て
牧
野
会
長
か
ら
、
総
対
話
は
、

連
合
・
地
方
連
合
会
・
地
域
協

議
会
が
よ
り
連
携
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
り
を
再
認
識
で
き
る

機
会
で
あ
る
と
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
熊
連
合
総
合
総

務
財
政
局
長
の
司
会
で
総
対
話

は
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
課
題
と
問
題
意
識
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　

連
合
か
ら
は
「
２
０
２
０
～

21
年
度
運
動
方
針
、
連
合
ビ
ジ

ョ
ン
な
ど
」
に
つ
い
て
議
題
が

提
起
さ
れ
「
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
―
ま
も
る
・
つ

な
ぐ
・
創
り
出
す
―
」
の
連
合

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
２
０
３
５
年
を

展
望
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、

重
点
分
野
１
～
３
に
分
け
た
各

運
動
方
針
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
、
安
永
連
合
副
事
務
局
長
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
連
合

新
潟
か
ら
は
「
地
域
協
議
会
に

求
め
ら
れ
る
役
割
と
成
果
」
に

つ
い
て
小
林
事
務
局
長
が
議
題

を
提
起
し
、
連
合
か
ら
「
連
合

組
織
拡
大
プ
ラ
ン
２
０
３
０

（
案
）」
の
説
明
を
下
田
連
合

総
合
組
織
局
長
か
ら
受
け
意
見

交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

連
合
総
対
話
は
、
掲
げ
る
ビ

ジ
ョ
ン
や
方
針
の
抽
象
的
な
表

現
を
よ
り
具
体
的
に
説
明
し
て

も
ら
い
、
地
方
連
合
会
が
抱
え

て
い
る
課
題
や
現
状
を
地
域
協

議
会
含
め
直
接
伝
え
ら
れ
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

連合総対話活動
第２弾

地方連合会、地域協議会の
課題や現状を本部と共有　

る
こ
と
に
触
れ
、
所
得
に
応
じ

た
応
能
負
担
に
つ
い
て
理
解
い

た
だ
き
た
い
こ
と
。
地
域
に
お

け
る
円
滑
な
医
療
・
介
護
体
制

の
確
立
に
向
け
自
治
退
県
本
部

お
よ
び
連
合
新
潟
と
連
携
し
対

応
し
て
い
く
こ
と
な
ど
、
退
職

者
連
合
に
と
り
大
変
重
要
な
年

金
、
医
療
、
介
護
関
係
を
中
心

に
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
か
ら
は
来
賓
と
し

て
牧
野
会
長
が
激
励
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
２
０
１
９
年

度
活
動
報
告
、
２
０
１
９
年
度

決
算
報
告
、
２
０
１
９
年
度
会

計
監
査
報
告
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

審
議
事
項
で
は
２
０
２
０
年

度
活
動
方
針
に
つ
い
て
、
２
０

２
０
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
規

約
改
正
に
つ
い
て
、
２
０
２
０

年
度
役
員
体
制
に
つ
い
て
が
提

案
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
は
承

認
さ
れ
、
早
川
会
長
の
力
強
い

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
定
期
大
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

●2020年度労働条件実態調査
●2021地域ミニマム運動�賃金実態調査
☆提出期限：10月１日（木）必着

調査実施中
ご協力をお願いします

「新型コロナウイルス感染症対応
　　　　　　　休業支援金」制度

始まっています

【制度の概要】
　新型ウイルス感染症の影響で休業させられた中小
企業の労働者のなかで、会社から休業手当を受ける
ことができない労働者自らが支援金を申請できる制
度です。
　この制度を活用すると休業前賃金の８割が給付さ
れます。
　もし会社から休業手当が支払われず困っている方
が周りにいればこの制度があることもお伝えくださ
い。

詳しくは厚生労働省・新潟労働局の
ホームページをご覧ください。



連　　　合　　　新　　　潟

連合新潟の活動を図書館で知ることができます

連合
新潟 土曜労働相談会 ９月は12日に開催
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20%

30%

50%
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現場でこそでき
る仕事だ

会社が在宅勤務
に消極的

はかどらなかっ
た

概ねスムーズに
行えた

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2020年８月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第354号

　
「
夜
の
街
」
が

悪
者
扱
い
、
差
別

さ
れ
て
い
る
よ
う

で
、
チ
ク
リ
と
心

が
痛
む
。

　

私
は
知
っ
て
い

る
。
キ
ャ
バ
ク
ラ
の
女
性
た
ち

が
夜
間
保
育
園
に
子
ど
も
を
預

け
る
姿
を
。
泣
い
て
い
る
子
ど

も
の
手
を
引
っ
張
っ
て
で
も
預

け
仕
事
へ
と
向
か
う
。
そ
の
顔

は
、
働
く
女
性
の
顔
だ
。「
頑

張
っ
て
ね
」
と
心
の
中
で
、
私

は
エ
ー
ル
を
送
る
。�

（
Ｓ
）

７月ホームページアンケート結果発表
質問：７月のHPアンケートは、『仕事において普及しつつある在
宅勤務をやってみた感想は？』でした。
　結果、半数は自宅でもうまく仕事をこなすことができたとのこ
とで、新たなワークスタイルとして定着する可能性が大いにあり
ますね。一方、連合のアンケート（インターネット調査）では、
テレワークをした人の過半数が「通常よりも労働時間が長くなっ
た」と回答し、労務管理の対応が追いついていない実情もうかが
えます。在宅勤務であろうと、労働時間や健康とそれらの管理の
必要性は従来と変わりありません。新たな問題点も、労働組合を
活用しながら、しっかりと改善していきましょう。
　さて今月のHPアンケートは、今年の「夏季休暇」に関してです。
連合新潟ホームページから投票してみてください。

「はたらくを学ぼう！
クラシノ応援団」

新潟県内で働く人たちでつくる連合新潟の提供でお送りする、

FM-NIIGATAで第１・３金曜日
14：50～14：55  OA！

結成30周年記念企画　連合新潟ラジオCM

連合新潟を構成するさまざまな組合の方々からお話しをうかがって、

「はたらく」 について考えていく番組です！

　　　　　パーソナリティは 　鎌田アレクシッチさやかさん

	 第21回	 ９月４日	 日教組
	 第22回	 ９月18日	 連合新潟

これから
出演する組織は
　　　　こちら！

　

７
月
８
日
、
勤
労
福
祉
会
館

に
て
２
０
２
０
年
度
新
潟
県
・

食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
第

１
回
幹
事
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
例
年
は
４
月
に
開
催
し
一

年
間
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
議

論
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
７
月
に
開
催
が
ず
れ

込
み
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
年
間
活
動

計
画
を
確
認
し
た
後
、
今
年
度

の
体
験
型
学
習
会
や
現
地
視
察

研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て
議
論

し
、
両
活
動
に
つ
い
て
は
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な
ど

新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ

た
形
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
体
験
型
学
習
会
は
、
昨

年
多
く
の
方
よ
り
参
加
い
た
だ

い
た
新
潟
市
・
ア
グ
リ
パ
ー
ク

で
野
菜
収
穫
と
牛
へ
の
搾
乳
・

餌
や
り
を
考
え
て
い
ま
す
。
詳

細
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
ら
ご
案

内
い
た
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ま
か
ら
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
引
続
き
『
食
』
と

『
環
境
』
に
関
す
る
活
動
を
お

こ
な
い
、
組
合
員
と
そ
の
家
族

へ
の
理
解
浸
透
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
第
１
回
幹
事
会
」
を
開
催

　

連
合
新
潟
で
は
結
成
30
周
年

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
６
月
に

記
念
誌
を
発
刊
し
ま
し
た
。
す

で
に
構
成
組
織
を
通
じ
て
加
盟

組
合
に
も
配
布
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
記
念

誌
を
７
月
9
日
に
新
潟
県
立
図

書
館
（
新
潟
市
中
央
区
女
池

南
）
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
『
10
年
史
』、『
20
周
年

誌
』
も
寄
贈
し
ま
し
た
の
で
、

県
立
図
書
館
に
行
っ
た
際
に
は

ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
よ
く
眠
れ
な
い
、
食
事

が
美
味
し
く
な
い
、
何
を
す
る

に
も
億
劫
、
気
持
ち
が
落
ち
込

む
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

新
潟
県
の
自
殺
者
数
は
（
人

口
比
）
全
国
で
も
高
位
に
あ
り
、

特
に
20
～
50
代
の
働
き
盛
り
世

代
の
男
性
だ
け
で
、
全
体
の
約

４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
各
構

成
組
織
、
加
盟
組
合
に
も
相
談

窓
口
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

新
潟
県
も
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
誰
に
も
言
え
な
い

悩
み
こ
そ
、
誰
か
の
助
け
が
必

要
で
す
。
同
僚
（
部
下
）
の
悩

み
に
気
付
い
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

８月７日OA　全労金　　 ８月21日OA　ヘルスケア労協

2020年度

結成30周年記念誌
新潟県立図書館に寄贈

　

ま
た
連
合
新
潟
が
２
０
０
５

年
に
発
刊
し
た
『
新
潟
県
中
越

地
震
活
動
記
録
集
』
も
県
立
図

書
館
に
並
ん
で
い
て
、
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
記
念
誌
も

中
越
地
震
記
録
集
も
、
労
働
運

動
の
記
録
と
し
て
読
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

参
考
：
記
念
誌
の
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
「
時
こ
そ
今
は
…
」
は
19

世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
ボ
ー

ド
レ
ー
ル
の
詩
の
タ
イ
ト
ル
の

一
部
で
す
。
そ
の
詩
は
中
原
中

也
が
訳
し
て
い
て
、「
過
去
の

歴
史
が
あ
っ
て
、
今
、
花
が
咲

く
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
ス
ト
レ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

◆「ゆにふぁん」を活用した支援活動
　本災害に対する取り組みについては、
支え合い助け合いの取り組みとして進め
てきている「ゆにふぁん」を通じて組織
内外に協力を呼び掛けています。

詳しくはこちら
➡ https://www.jtuc-rengo.or.jp/unifan/

緊急カンパ募集中！
スマホ用：「ゆにふぁん」の

➡  取り組みはこちら


